


首
筋
、
脇
の
下
、
足
の
付
け
根
へ

濡
ら
し
た
タ
オ
ル
や
氷
を
当
て
冷

や
し
ま
す
）
。
意
識
が
は
っ
き
り

し
て
い
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
や
経
口
補
水
液
を
飲
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。
意
識
が
な
い
、
反
応
が

お
か
し
い
場
合
は
、
た
め
ら
わ

ず
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。
救
急
車
を
待
つ
間
も
、

体
を
冷
や
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　正
し
い
知
識
と
予
防
で
熱
中
症

を
防
ぎ
、
沖
縄
の
暑
い
夏
を
元
気

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

間山 泰晃　
マヤマ   　ヤスアキ

救急科部長社会医療法人敬愛会 中頭病院

熱中症から身を守ろう

敬愛会 医療コラム

健康に関するさまざまな情報や知っておくと役立つアレコレなど、ドクターや専門職の

知見でお届けします。

間山　泰晃　（まやま　やすあき）　

社会医療法人敬愛会 中頭病院
救急科部長

山形大学を2006年に卒業後、初期研修から中頭病院で勤務し19年目を迎えます。
4姉妹の父でウチナームーク。
子供も大きくなり、今は空き時間には筋トレとランニングという身体を痛めつけることばかり
して過ごしています。

　沖
縄
の
夏
は
、
強
い
日
差
し
と

高
い
湿
度
で
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。
熱
中
症
は
、
体

内
の
熱
が
う
ま
く
放
出
さ
れ
ず
、

体
に
こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
の
総
称
で

す
。
重
症
の
場
合
、
命
に
関
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
小
さ
な

お
子
様
や
高
齢
者
、
体
調
が
優
れ

な
い
方
は
重
症
に
な
り
や
す
く
注

意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
が
起
こ
る
原
因
と
症
状

　私
た
ち
の
体
は
、
汗
を
か
い
た

り
血
管
を
広
げ
た
り
し
て
体
温
を

調
節
し
ま
す
。
し
か
し
、
気
温
や

湿
度
が
高
い
、
風
が
な
い
、
日
差

し
が
強
い
と
い
っ
た
環
境
下
で
は
、

熱
が
体
に
こ
も
り
や
す
く
な
り
、
体

温
が
上
昇
し
て
熱
中
症
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

　熱
中
症
の
症
状
は
、
重
症
度
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
軽
い
症
状
と

し
て
は
、
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
、

手
足
の
し
び
れ
、
こ
む
ら
返
り
な

ど
。
症
状
が
進
み
重
症
に
な
る
と
意

識
が
悪
く
な
っ
た
り
、
40
度
以
上
な

ど
の
高
体
温
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、

非
常
に
危
険
な
状
態
と
な
り
ま
す
。

熱
中
症
を
予
防
す
る

　喉
の
渇
き
は
す
で
に
脱
水
が
始

ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
か
ら
、
喉
が

渇
く
前
に
意
識
し
て
水
分
を
取
る
よ

う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
汗
を
た

く
さ
ん
か
い
た
ら
、
経
口
補
水
液
で

塩
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
室
内
で

も
熱
中
症
に
な
る
可
能
性
は
十
分
に

あ
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
で

室
温
や
湿
度
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
注
意
が
必
要
な
の
は
高
齢

者
で
す
。
高
齢
者
は
体
温
調
節
機
能

の
低
下
に
よ
り
暑
さ
を
感
じ
る
セ
ン

サ
ー
が
弱
く
、
室
温
が
高
く
て
も

「
暑
い
」
と
自
覚
し
に
く
く
な
り
ま

す
。
ま
た
口
渇
中
枢
の
感
受
性
も
弱

ま
る
た
め
、
水
分
が
不
足
し
て
い
て

も
喉
の
渇
き
が
感
じ
に
く
く
水
分
摂

取
が
不
十
分
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
頻
尿
を
気
に
し
て
水
分

を
控
え
る
方
も
多
く
、
知
ら
ぬ
ま
に

「
か
く
れ
脱
水
」
状
態
に
陥
る
こ
と

も
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
、
体
感

に
頼
ら
ず
温
湿
度
計
で
室
内
の
温

度
・
湿
度
を
確
認
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
と
十
分

な
睡
眠
も
大
事
で
す
。
こ
の
あ
と
の

翔
南
病
院
栄
養
部
監
修
の
レ
シ
ピ

「
オ
ク
ラ
と
豚
肉
の
さ
っ
ぱ
り
サ
ラ

ダ
」
も
ぜ
ひ
ご
参
考
に
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

熱
中
症
の
疑
い
が
あ
る
場
合

　風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、
ク
ー

ラ
ー
の
効
い
た
部
屋
へ
移
動
さ
せ
、

体
を
冷
や
し
ま
す
（
衣
服
を
緩
め
、
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　小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー

（※

以
下
P
A
E
）
は
、
日
本
小
児
臨
床
ア

レ
ル
ギ
ー
学
会
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

専
門
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
医
療
者

（
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士
）
で
す
。

　ち
ば
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
児
科
で
は
2

名
の
P
A
E
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
主

な
活
動
は
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
気

管
支
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性

疾
患
を
持
つ
患
者
さ
ん
の
治
療
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
子
ど
も
が
ア
レ
ル
ギ
ー
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る
方
々
へ

の
支
援
で
す
。

　ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
で
は
正
し
い
軟

膏
の
使
い
方
や
体
の
洗
い
方
な
ど
を
レ

ク
チ
ャ
ー
し
て
い
ま
す
。
気
管
支
喘
息

で
は
環
境
整
備
や
正
し
い
吸
入
方
法
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
は
、
誤
食
で
の
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
（
ア
ナ
フ
ェ
ラ
キ
シ
ー

な
ど
）
に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応
や
エ

ピ
ペ
ン
の
打
ち
方
、
間
違
っ
た
知
識
や

不
安
か
ら
離
乳
食
が
進
ま
な
い
ご
家
族

へ
、
離
乳
食
の
進
め
方
に
つ
い
て
指
導

し
て
い
ま
す
。
ま
た
自
治
体
や
学
校
関

係
者
に
向
け
た
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
を
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
ス
キ
ン
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト

　暑
い
時
期
の
清
潔
ケ
ア
は
と
て
も
大

切
で
す
。
汗
を
か
い
た
ら
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
シ
ャ
ワ
ー
浴
、
ま
た
は
こ
ま

め
に
汗
を
拭
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ー
ル
や
海
水
浴
後
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
、
海
水
や
塩
素
を
洗
い
流
し
て
保

湿
剤
を
塗
り
ま
し
ょ
う
。
海
水
や
塩
素

が
つ
い
た
ま
ま
で
肌
を
乾
燥
さ
せ
る

と
、
皮
膚
バ
リ
ア
が
壊
れ
て
、
日
焼
け

を
助
長
し
、
肌
荒
れ
の
原
因
に
な
り
ま

す
。　虫

に
刺
さ
れ
る
と
大
き
く
腫
れ
て
痕

が
残
り
や
す
い
子
は
、
か
き
む
し
っ
て

し
ま
う
と
悪
化
し
や
す
い
の
で
、
虫
除

け
を
使
い
、早
め
の
ケ
ア
が
大
切
で
す
。

軟
膏
・
保
湿
剤
↓
日
焼
け
止
め
↓
虫
除

け
ス
プ
レ
ー
の
順
番
で
す
。
虫
除
け
ス

プ
レ
ー
が
肌
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
衣

類
に
貼
る
シ
ー
ル
タ
イ
プ
や
通
気
性
の

良
い
長
袖
長
ズ
ボ
ン
が
オ
ス
ス
メ
で

す
。

小児アレルギーエデュケーター（PAE）
ちばなクリニック小児科

おしごとのはなし

眞榮城 典子（右 )
maeshiro noriko

禰保 里奈（左 )
neho rina

社会医療法人敬愛会 
ちばなクリニック 

急性期から慢性期、そして予防医療

までトータルケアを提供。一般・専

門外来のほか、看護外来やがんの早

期発見に役立つ PET 検査など特殊

検査も実施。

標榜診療科 24、

1 日平均外来患者数 892 名 (*) の

大型クリニック *2024 年度

身体に熱がこもらないように、汗をかきやすい身体づくりを促す運動を紹
介します。
＜夏場でもできる運動＞
夏場でも環境を整えることで運動は可能です。今回は室内で座ってできる
運動を紹介します。

1.安定したイスに座る
2.胸をはり、腰に手をあて、
ももが上がるところまで
上げる

3.ゆっくりと足をおろす
4.反対の足でも繰り返す

1.安定したイスに座る
2.天井に向かって手を挙げ
ます

3.ゆっくりと手をおろす

暑
い
夏
!
無
理
せ
ず
体
を
動
か
そ
う
！

ち
ば
な
ク
リ
ニ
ッ
ク

外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
ア
ト
ム

　
　
作
業
療
法
士
　
佐
喜
眞 

祥
光

ク
ー
ラ
ー
de
が
ん
じ
ゅ
う
体
操

もも上げをしてみて、自分の脚
の重さを感じ、バランスを保つ
ことをイメージしましょう！

姿勢を正して行うことを意識し
ましょう。無理のない範囲で気
持ちよく体を動かすことが大切
です。呼吸も自分のペースで行
いましょう

ばんざい運動

足踏み運動

背中の伸びを意識しましょう

背中が丸くならないように行いましょう
無理せずゆっくりを心がけましょう

クーラーの効いた室内でこまめな水分補給をしましょう！
　運動中：いつもとちがう疲れ、気分不良、めまい、手足のしびれ、など
　　   　が出たらすぐに中止しましょう。

　運動後：疲れが残り、普段の生活に支障が出ると運動のやり過ぎです。
  　回数を減らすなど調整しましょう。

高齢者や通院中の方は主治医と相談の上実施してください

注意点
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を
持
つ
患
者
さ
ん
の
治
療
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
子
ど
も
が
ア
レ
ル
ギ
ー
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る
方
々
へ

の
支
援
で
す
。

　ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
で
は
正
し
い
軟

膏
の
使
い
方
や
体
の
洗
い
方
な
ど
を
レ

ク
チ
ャ
ー
し
て
い
ま
す
。
気
管
支
喘
息

で
は
環
境
整
備
や
正
し
い
吸
入
方
法
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
は
、
誤
食
で
の
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
（
ア
ナ
フ
ェ
ラ
キ
シ
ー

な
ど
）
に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応
や
エ

ピ
ペ
ン
の
打
ち
方
、
間
違
っ
た
知
識
や

不
安
か
ら
離
乳
食
が
進
ま
な
い
ご
家
族

へ
、
離
乳
食
の
進
め
方
に
つ
い
て
指
導

し
て
い
ま
す
。
ま
た
自
治
体
や
学
校
関

係
者
に
向
け
た
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
を
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
ス
キ
ン
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト

　暑
い
時
期
の
清
潔
ケ
ア
は
と
て
も
大

切
で
す
。
汗
を
か
い
た
ら
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
シ
ャ
ワ
ー
浴
、
ま
た
は
こ
ま

め
に
汗
を
拭
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ー
ル
や
海
水
浴
後
は
、
で
き
る
だ
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早
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、
海
水
や
塩
素
を
洗
い
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し
て
保

湿
剤
を
塗
り
ま
し
ょ
う
。
海
水
や
塩
素
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つ
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た
ま
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で
肌
を
乾
燥
さ
せ
る

と
、
皮
膚
バ
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が
壊
れ
て
、
日
焼
け

を
助
長
し
、
肌
荒
れ
の
原
因
に
な
り
ま

す
。　虫

に
刺
さ
れ
る
と
大
き
く
腫
れ
て
痕

が
残
り
や
す
い
子
は
、
か
き
む
し
っ
て

し
ま
う
と
悪
化
し
や
す
い
の
で
、
虫
除

け
を
使
い
、早
め
の
ケ
ア
が
大
切
で
す
。
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虫
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け
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ル
タ
イ
プ
や
通
気
性
の

良
い
長
袖
長
ズ
ボ
ン
が
オ
ス
ス
メ
で

す
。

小児アレルギーエデュケーター（PAE）
ちばなクリニック小児科

おしごとのはなし

眞榮城 典子（右 )
maeshiro noriko

禰保 里奈（左 )
neho rina

社会医療法人敬愛会 
ちばなクリニック 

急性期から慢性期、そして予防医療

までトータルケアを提供。一般・専

門外来のほか、看護外来やがんの早

期発見に役立つ PET 検査など特殊

検査も実施。

標榜診療科 24、

1 日平均外来患者数 892 名 (*) の

大型クリニック *2024 年度

身体に熱がこもらないように、汗をかきやすい身体づくりを促す運動を紹
介します。
＜夏場でもできる運動＞
夏場でも環境を整えることで運動は可能です。今回は室内で座ってできる
運動を紹介します。
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4.反対の足でも繰り返す

1.安定したイスに座る
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ます
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暑
い
夏
!
無
理
せ
ず
体
を
動
か
そ
う
！

ち
ば
な
ク
リ
ニ
ッ
ク

外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
ア
ト
ム

　
　
作
業
療
法
士
　
佐
喜
眞 

祥
光

ク
ー
ラ
ー
de
が
ん
じ
ゅ
う
体
操

もも上げをしてみて、自分の脚
の重さを感じ、バランスを保つ
ことをイメージしましょう！

姿勢を正して行うことを意識し
ましょう。無理のない範囲で気
持ちよく体を動かすことが大切
です。呼吸も自分のペースで行
いましょう

ばんざい運動

足踏み運動

背中の伸びを意識しましょう

背中が丸くならないように行いましょう
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　　   　が出たらすぐに中止しましょう。

　運動後：疲れが残り、普段の生活に支障が出ると運動のやり過ぎです。
  　回数を減らすなど調整しましょう。

高齢者や通院中の方は主治医と相談の上実施してください

注意点







暑
さ
が
続
く
と
食
欲
が
落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
今
回
は
夏
バ
テ
防
止
に
お
す
す
め
の
旬
の
オ

ク
ラ
を
使
っ
た
一
品
を
紹
介
し
ま
す
。
オ
ク
ラ
は
食
物
繊
維
が
多
く
、
腸
内
環
境
を
整
え
る
効

果
や
胃
の
粘
膜
を
保
護
し
、
消
化
を
助
け
ま
す
。
ま
た
、
豚
肉
（
タ
ン
パ
ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

群
）
と
梅
干
し
、
酢
（
ク
エ
ン
酸
）
に
は
食
欲
増
進
効
果
や
疲
労
回
復
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。
冷
た
い
麺
と
の
相
性
も
よ
く
、
一
緒
に
食
べ
る
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
い
い
で
す

ね
。

今
回
は
梅
干
し
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
し
た
が
、
す
り
ご
ま
や
柚
子
胡
椒
の
ア
レ
ン
ジ
も
お
す
す

め
で
す
。
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
♪

・豚肉薄切り肉 300ｇ　

・オクラ 約8本 100ｇ　

・もやし 1袋 200ｇ　

・みょうが 3本 60ｇ

　－ドレッシング－

・梅干し 1個

・すし酢（穀物酢でも可） 大さじ2

・めんつゆ 大さじ2

・ごま油 小さじ1

・鮭 1切れ

・油 小さじ1/2程度

　－野菜もずくあんかけ－

・もずく 15g

・人参(皮除いた物) 10g

・玉葱(皮除いた物) 10g

・オクラ 10g

・だし汁 50ml

・酢 小さじ1/2

・醤油 小さじ1/2

・みりん 小さじ1/2

・片栗粉 適量

 野菜の下準備
みょうがは薄切りにして、水にさらし、水気を切る。

オクラは軽く茹でて、食べやすい大きさに切る。もやしも軽く茹

でて、水気を切る。

 豚肉を茹でる
沸騰したお湯に豚肉を入れて火を通したら、冷水にとり、水気を

切る

 ドレッシングを作る
梅干しはつぶして、種を取り除き、Aの調味料と混ぜ合わる

 盛り付ける
１～2をお皿に盛り付け、3のドレッシングをかける

1.

2.

3.

4.

S

TE P

S

TE P

S

TE P

S

TE P

材　料（3人分）

作り方

オクラと豚肉のさっぱり梅サラダ
翔南病院栄養科 監修

栄養価 （１人分）　エネルギー :370kcal　タンパク質 :26.2g 　脂質 :26.2g 　炭水化物 :12.0g　食物繊維 :3.0g　塩分 2.3g

紹介 : 管理栄養士 石川 佐恵
イシカワ　サエ

A

かけはし
あなたとわたしをつなげる人

臨床検査部中頭病院

普段はどのようなお仕事をされていますか

（親川）　生理検査を担当しています。患者さんに直接

機械をあてて、異常がないか調べる検査です。生理検

査には心臓を調べる「心電図検査」やお腹の中などを

調べる「超音波検査」、脳を調べる「脳波検査」など

があります。　

（石川）　私は、検体検査に所属し、主に生化学を担当

しています。検体検査は直接患者さんご自身を検査す

るのではなく、採取した尿・喀痰・血液など（※以下、

検体）から体の中の状態を調べる検査です。みなさん

の体の中の様子を数値化し、分析するため精度管理を

しっかり行い正確なデータを提供できるよう努めてい

ます。

（島袋）　細菌検査を担当しています。細菌検査では、

検体から、感染症の原因となる細菌を検出し菌の種類

を特定しています。どの抗菌薬が菌に対して有効なの

かを検査して医師に報告し、感染症の診断や治療につ

ないでいます。

（知念）　病理検査を担当しています。手術や胃カメラ

などで採取した組織や細胞から、病理診断の標本を作

製したり、顕微鏡で観察して、がん細胞などを見つけ

たりと、病気の診断に関わる重要な仕事をしていま

す。

どういった時にやりがいを感じますか

私たち臨床検査技師の役割は、病気が悪くなる前に早

めに異常を発見することで、患者さんの今後を左右す

る大事な大事な1歩に関わります。

自分が行った検査をきっかけに、早期診断、治療を経

て、患者さんが回復に向かっている状況をみると達成

感があり、やりがいを感じます。

地域のみなさんへメッセージ

病気の早期発見や予防、健康維持に貢献できるよう正

確で迅速な検査を心がけています。検査に慣れてい

る、怖くないという方は少ないと思います。私たちは

地域の皆さんが安心して検査を受けられるように、

日々技術の向上に励んでいますので、ぜひ検査でわか

らないことや不安なことがあればどんどん聞いてくだ

さい。 

医者や看護師と異なり、検査技師は患者さんと直接関

わることがとても少ないです。なので、お声かけいた

だけると嬉しいです！

社会医療法人敬愛会 中頭病院 
高度急性期医療・救急医療・集学的がん治療などを行う。地域医療支援病院、地域災害拠点病院、へき地医療拠点病院などの指定を受けた中部医療圏の中核病院。
標榜診療科 31、病床数 355 床　平均在院日数 10.4 日 (2024 年度 )

     ちねん みなみ       
知念 未和実

    おやかわ いつき     
親川 樹

     いしかわ 　　　　       
石川 そら

    しまぶくろ みつたか    
島袋 光琢
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KEIAI
PICK UP

社会医療法人敬愛会　なかがみ西病院

訪問診療で叶える「おうち療養」
通院が難しくても、なかがみ西病院の医師がご自宅へ伺います

医師が定期的にご自宅や施設を訪問し、診療を行う在宅医療サービスです。
当院では、365日いつでも24時間対応、また訪問看護ステーションや調剤薬局、クリニックなど地域の医療
機関とも連携し、安心した療養生活が送れるようサポート体制を整えています。

定期健康チェック（血圧測定、採血 など）　　薬の処方・点滴など　　緊急時の入院受け入れ

慢性疾患の管理（糖尿病、心疾患、在宅酸素療法、気管切開、胃ろう管理など） 

訪問診療とは？

主な診療内容

医療保険適用（自己負担 1～3 割） 例 : 1 割負担で月 2 回の場合：1 回あたり約 2,000～5,000 円
※検査・処置内容により別途費用が発生する場合があります。

沖縄市、うるま市、嘉手納町、読谷村など（病院から半径 16 km 以内）
※エリア外はご相談ください

費用の目安

STEP 01 STEP 02
お電話・メールにて
ご相談ください

STEP 03 STEP 0４
在宅医療の説明と契約

ご利用の流れ

対象エリア

なかがみ西病院  098-921-0024

受付時間：8:30～17:30（土曜午後・日曜・祝日休診）

お問い合わせ

初回訪問
（診療計画の策定）

定期訪問（月～金）
※病状に合わせて頻度を調整
緊急時にはいつでも往診で対応。

なかがみ西病院
https://24.nakagami.or.jp/

nakagaminishi-jimu@nakagami.or.jp

ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。
にし

information

帯状疱疹ワクチンが定期接種になりました

これまで任意接種で自己負担が高額だった帯状疱疹ワクチ

ンが、一部公費負担で接種することができるようになりま

した。

医療機関：ちばなクリニック（沖縄市知花 6丁目 25番 15号）

対象者：今年度 65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳以上の方
　　　　※60～ 64歳でヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方も対象

接種日時：火曜日（午前）、第 2.4 水曜日（午後）、金曜日（午後）、土曜日（午前）

取扱ワクチン：生ワクチン（ビケン）、不活化ワクチン（シングリックス）

接種料金（自己負担額）：市町村によって公費負担額が異なるため、詳細は各市町村ホームページをご確認ください。

ちばなクリニック 予約・お問い合わせ：0570-09-1301（ナビダイヤル）

あなたに合った介護サービスは？

なかがみ地域包括センターでは、地域にお住まいのみな

さまの健康をサポートするさまざまなサービスを提供し

ています。その中から今回は、「看護小規模多機能型居宅

介護事業所 [ 複合型サービス ]　愛貴 ( あいき )」と「通所

リハビリテーションちばな」をご紹介します。

愛貴（あいき）では、訪問看護・訪問介護・通い・泊まり

を組み合わせ、住み慣れた地域で生活を続けられるよう、

看護と介護を一体的に提供しています。

365日 24時間体制で、急な体調変化にも対応でき、" い

つもの " スタッフが継続してケアにあたるため個別のニー

ズに応じた柔軟な対応も可能です。

通所リハビリテーションちばなでは、医師の診察のもと、

看護師による健康管理や、理学療法士や作業療法士によ

るリハビリテーションを行なっています。また食事・入浴・

排泄などの介助やレクリエーションは介護福祉士が担当、

多職種が専門性を発揮し自立支援を行っています。

どちらも１日体験を実施しています。どちらのサービス

がご自身やご家族に適しているかぜひ一度お試しくださ

い。

お問い合わせ・お申し込み
なかがみ地域包括センター : 098-923-1233
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広報誌「はりゆん」のご感想・ご要望
などお寄せください

なかがみ西病院  
〒904-2143 沖縄市知花6丁目25番5号 TEL.098-921-0024

翔南病院  
〒904-0034 沖縄市山内3丁目14番28号 TEL.098-930-3020

介護付有料老人ホーム なかがみ苑3F～5F

2F

1F

看護小規模多機能型居宅介護 愛貴
通所リハビリテーション ちばな

訪問看護ステーション なかがみ
居宅介護支援事業所 なかがみ

健康管理センター

介護福祉用具販売 ライフサポート敬愛
病児保育よつばルーム

なかがみ地域包括センター
〒904-2142 沖縄市字登川566番地 TEL.098-923-1233

事業所内認可保育園　わかば保育園
〒904-2143 沖縄市知花６丁目38番26号 TEL.098-923-1760

TEL.098-939-5477
TEL.098-923-1710

TEL.098-923-1794

ちばなクリニック  
〒904-2143 沖縄市知花6丁目25番15号

敬和医院

中頭病院 
〒904-2142 沖縄市字登川610番地

社会医療法人敬愛会

TEL.0570-09-1300
（ナビダイヤル）

TEL.0570-09-1301
（ナビダイヤル）

タイトル「はりゆん」は沖縄の方言で「晴れる」の
意味です。読者のみなさまに元気を届けて地域全体
を明るくしたいと想いを込めました。医療に関する
コラムや豆知識、敬愛会の活動を発信します。
広報誌に関するお問い合わせは下記宛先まで
社会医療法人敬愛会 法人本部広報係
TEL.090-7749-0951　E-mail：koho@nakagami.or.jp
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